
憲
法
違
反
の
戦
争
法
の
廃
止
を
追
求
す

る
運
動
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
共
同

セ
ン
タ
ー(

全
労
連
が
参
加)
や
戦
争
を
さ

せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
、
解
釈
で
憲

法
９
条
を
壊
す
な
！
実
行
委
員
会
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る｢

総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会｣

は
、
毎
月
の

日
行
動
と
２
０

19

０
０
万
人
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
統
一

署
名
を
提
起
し
、
全
国
で
取
り
組
み
が
始

め
ら
れ
ま
し
た

。。

全
労
連
は
、

月
を
憲
法
闘
争
強
化

11

月
間
と
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
柱
は
、

①
学
ぶ
、
②
署
名
を
広
げ
る
、
③
共
同
を

さ
ら
に
広
げ
る

で
す

月
の｢

月
間｣

、

。
11

を
「
戦
争
法
廃
止
・
安
倍
政
権

！
」

NO

の
国
民
的
な
大
運
動
に
大
き
く
踏
み
出
す

契
機
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
学
習
資
料
や
チ
ラ
シ
な
ど
は
全
労

連
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
物

も

月
９
日
に
全
労
連
か
ら
発
送
の
予

11
定
で
す
。

三
八
地
区
で
は
、
国
会
会
期
中
の
行
動

・
戦
争
法
案
阻
止
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た

｢

許
す
な
戦
争
法
！
三
八
連
絡
会｣

が
10

月

日
に
解
散
し
ま
し
た
が
、
新
た
な

14
２
０
１
５
あ
お
も
り
教
育
の

つ
ど
い
を
開
催

︱
八
戸
シ
ー
ガ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
︱

２
０
１
５
あ
お
も
り
教
育
の
つ
ど
い

が
、

月

日
と

月

日
の
両
日
、

10

31

11

1

八
戸
シ
ー
ガ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

日
の
開
会
式
・
記
念
講

31

演
に
は
、
教
職
員
の
他
に
市
民
な
ど
お
よ

そ
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

田
村
儀
則
実
行
委
員
長
は
、
戦
争
法
案

の
強
行
と
そ
の
後
の
運
動
の
発
展
に
も
触

れ
な
が
ら
、
安
倍
「
教
育
再
生
」
は
「
子

ど
も
た
ち
に
は
競
争
を
煽
り
特
定
の
価
値

観
を
押
し
つ
け
、
教
師
に
は
精
神
的
・
経

済
的
な
管
理
を
強
化
す
る
戦
争
す
る
国
づ

く
り
の
た
め
の
教
育
」
だ
と
告
発
。
憲
法

と
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
生
き
る
学
校
の

あ
り
方
を
問
う
集
会
、
教
職
員
を
励
ま
し

明
日
か
ら
元
気
に
教
育
活
動
を
続
け
る
力

を
得
る
集
会
に
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

佐
久
間
亜
紀(

慶
應
義
塾
大
学
）
さ
ん

が
「
学
校
っ
て
も
っ
と
面
白
い
！
」
と
題

し
て
講
演
。｢

現
場
の
先
生
方
か
ら
学
ん

運
動
体
と
し
て
、

月
９
日
に
戦
争
法

11

廃
止
の
た
め
の
実
行
委
員
会
準
備
会
が
幅

広
く
呼
び
か
け
ら
れ
、
開
か
れ
ま
す
。
ま

た
、

日
午
後
１
時
に
は
、
さ
く
ら
野

19

前
交
差
点
周
辺
で
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア

ピ
ー
ル
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
廃
止
・
立
憲
主
義
を
取
り
戻
す

私
た
ち
自
身
の
要
求
・
課
題
と
し
て
、
職

場
・
地
域
で
学
習
と
署
名(

目
標
は
組
合

員
一
人

名)

を
進
め
、
共
同
行
動
に
取

10

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

だ
こ
と｣

と
い
う
副
題
の
通
り
牛
乳
パ
ッ

「

」
、

ク
の
容
積
の
計
算
や

お
い
し
い
算
数

「
田
ん
ぼ
は
未
来
を
救
う
ヒ
ー
ロ
ー
だ
！

育
て
た
の
は
米
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん

の
動
植
物
」
等
い
く
つ
か
の
教
育
実
践
を

て
い
ね
い
に
語
り
、
分
析
し
て

「
他
者

、

と
か
か
わ
る
力
・
自
分
で
考
え
て
行
動
す

る
力
・
問
い
を
た
て
る
力
」
を
語
り
、
学

力
と
は
？
と
い
う
問
い
へ
の
答
え
が
こ
こ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
び

を
深
化
さ
せ
た
い
と
思
わ
せ
る
も
の
で
し

。

、

た

学
力
と
は
？
と
の
問
い
に
関
わ
っ
て

講
演
の
最
初
に
音
声
デ
ー
タ
も
紹
介
し
た

の
大
澤
茉
実
さ
ん
の

SEALDsKANSAI

ス
ピ
ー
チ
は
学
力
と
は
？
へ
の
回
答
を
示

し
て
い
る
と
繰
り
返
し
語
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
子
ど
も
の
学
び
を
支
え
る
教
師
の

、「

、

仕
事
に
つ
い
て
述
べ
て

自
分
自
身
の

教
師
と
し
て
の
思
い
や
未
来
へ
の
希
望

を
、
も
う
一
度
問
い
直
し
語
り
合
い
ま
し

ょ
う
」
と
結
び
、
参
加
者
に
希
望
と
励
ま

し
を
与
え
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
そ
の
後
、
課
題
別
分
科
会

(

日)

と
教
科
別
分
科
会(

月
１
日)

が

31

11

行
わ
れ
ま
し
た
。

歳
未
満
の
在
職
者
に
支
給
さ

65れ
て
い
る
特
別
支
給
の
年
金
が
大

共
済
年
金
受

き
く
減
額
さ
れ
ま
す(

)

。
こ
れ
は
、

月
に
厚
生
年

給
者

10

金
と
共
済
年
金
の
統
合
が
行
わ
れ

て
、
支
給
停
止
の
基
準
額(

こ
れ
を

超
え
る
額
の
二
分
の
一
が
支
給
停

止)

が
共
通
の｢

月
額
２
８
万
円
と

な
っ
た
た
め
で
す
。

共
済
年
金
の
場
合
は
こ
れ
ま
で

４
７
万
円
が
基
準
額
で
し
た
の

で
、
標
準
報
酬
月
額(

賃
金
、
時
間

【
当
面
の
日
程
】

月
９
日

戦
争
法
廃
止
実
行
委(

仮)

11

組
合
セ
ン
タ
ー

:18
00

月

日

地
労
連
幹
事
会
㊄

11

10

年
金
者
組
合
支
部
委
員
会

長
寿
公
民
館

:13
30

月

日

高
齢
者
大
会
実
行
委
員
会

11

13

年
金
者
一
揆
実
行
委
員
会

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン(

五
戸)

月

日

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン(

南
部)

11

16
月

日

う
た
ご
え
喫
茶

11

17

は
っ
ち
ひ
ろ
ば

:13
30

月

日

自
治
体
要
望
書
検
討
会

11

18

教
組
事
務
所
・
予
定

:18
30

月

日

戦
争
法
廃
止
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

11

19

グ
、

さ
く
ら
野
前

:13
00

社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン(

八
戸

、

ロ
ビ
ー
集
合

:
:

10
30

10
15

)外
手
当
、
ボ
ー
ナ
ス
等
か
ら
算
定)

と
特

別
支
給
の
年
金
を
合
計
し
て
も
こ
れ
を
超

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
年
金

一
元
化
で
基
準
額
が
一
挙
に

万
円
も

19

下
が
っ
た
の
で
、
激
変
緩
和
措
置
は
あ
り

ま
す
が
、
支
給
停
止
額
が
０
円
か
ら
月
額

数
万
円
に
と
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で

す
。
不
幸
中
の
幸
い
で
、

歳
に
な
れ

65

ば
基
準
額
が
４
７
万
円
に
な
る
の
で
支
給

停
止
額
は
ほ
ぼ
前
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
が
ん
ば
っ
て
働
い
て
い
る
人
に
対

し
て
何
と
も
ひ
ど
い
仕
打
ち
で
す
。
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戦争法廃止、安倍暴走STOP！

慶
大
教
授
・
佐
久
間
亜
紀
さ
ん
に
よ
る
講
演

年
金
署
名
の
取
り
組
み
を

年
金
者
組
合
三
八
支
部
の
署
名
数
は

目
標
の
１
５
０
０
筆
を
超
え
ま
し
た
。。

職
場
の
署
名
活
動
も
推
進
し
ま
し
ょ
う



許
す
な
戦
争
法
！
三
八

実
行
委
員
会
は
、
６
・
１
３

八
戸
集
会
に
取
り
組
む
た
め

に
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
名
称

を
変
え
て
最
終
盤
ま
で
、
戦

争
法
案
阻
止
の
共
同
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

６
月

日
、
８
月

日

13

11

の
地
域
集
会
や
７
月

日
、

18

８
月

日
の
三
日
町
交
差
点

30

、

、

周
辺
で
の
ア
ピ
ー
ル

７
月

８
月
の
朝
市
署
名
、
９
・
５

県
民
大
集
会
へ
の
参
加
、
９

月

日
か
ら

日
ま
で
の

14

17

連
続
街
宣
等
は
、
か
つ
て
な

い
規
模
で
行
わ
れ
、
大
き
な

運
動
の
広
が
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
写
真
で
報
告
し
ま
す
。

【
６
・
１
３
集
会(

１
２
０
人
が
参
加)

】

【
７
・
１
２
朝
市
署
名
、
１
７
９
筆
】

５
回
の
行
動
で
８
６
６
人
の
署
名

【
７
・
１
８
三
日
町
行
動
】

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ア
ピ
ー
ル
と
コ
ー

ル
、

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

50

【
８
・
１
１
集
会(

１
８
０
人
が
参
加)

】

【

、

】

８
・
３
０
三
日
町
行
動
再

１
０
０
人 中道議長が情勢報告

【
９
・
１
７
街
頭
宣
伝
、
署
名
】

平
日
日
中
の
行
動
に
年
金
者
組
合
の
み

な
さ
ん
が
多
数
か
け
つ
け
ま
し
た
。
ギ
タ

ー
で
も
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

戦
争
法
案
の
強
行
可
決
に
満
身
の
怒

り
を
持
っ
て
抗
議
す
る
（
談
話
）

憲
法
違
反
の
安
保
法
案
（
戦
争
法
案
）

は
本
日
午
前
２
時
過
ぎ
、
参
院
本
会
議
で

強
行
可
決
・
成
立
し
た
。
真
夜
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
国
会
を
取
り
囲
ん
だ
人
々
の
強

行
採
決
反
対
の
心
の
底
か
ら
の
コ
ー
ル
の

な
か
で
の
強
行
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ

な
い
。
全
労
連
は
満
身
の
怒
り
を
持
っ
て

強
く
抗
議
す
る
。

国
会
論
戦
を
通
じ
て
、
戦
争
法
案
が
憲

法
を
正
面
か
ら
蹂
躙
し
、
平
和
国
家
か
ら

ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争
に
世
界
中
で
加

担
す
る
外
征
国
家
に
、
日
本
を
根
本
か
ら

変
え
る
最
悪
の
悪
法
で
あ
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
明
瞭
に
な
っ
た
。
安
倍
首
相
が
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
の
唯
一
の
具
体
例
と

し
て
あ
げ
た
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
機
雷
掃
海

も
取
り
下
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
な
ど
立

法
の
根
拠
す
ら
崩
れ
去
り
、
ま
さ
に
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
た
な
か
で
の
強
行
劇
で
あ
っ

た
。

…

中
略)

…

国
民
的
な
世
論
と
運
動
が
あ
と
一
歩
ま

で
追
い
詰
め
た
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、

と
き
の
政
権
の
勝
手
な
判
断
で
、
長
年
積

み
上
げ
て
き
た
憲
法
解
釈
を
勝
手
に
変
え

よ
う
と
い
う
立
憲
主
義
の
破
壊
で
あ
り
、

ま
た
、
圧
倒
的
な
国
民
世
論
を
無
視
す
る

民
主
主
義
破
壊
の
暴
挙
で
あ
る
。

安
倍
政
権
が
「
何
と
か
ぎ
り
ぎ
り
逃
げ

切
っ
た
」
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
大
間
違
い
で
あ
る
。
憲
法
に
根
ざ

し
て
燎
原
の
火
の
よ
う
に
ひ
ろ
が
っ
た
世

論
は
、
安
倍
政
権
へ
の
怒
り
で
さ
ら
に
燃

え
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
た
た
か
い
の
な

か
で
、
こ
れ
ま
で
政
治
に
無
関
心
だ
っ
た

、

、

若
者
や
女
性

膨
大
な
人
々
が
声
を
上
げ

自
ら
の
意
思
で
行
動
に
立
ち
あ
が
っ
た
。

全
労
連
は
、
こ
う
し
た
広
範
な
人
々
と

の
共
同
を
さ
ら
に
前
に
す
す
め
、
①
戦
争

法
の
発
動
（
戦
争
）
と
基
地
強
化
な
ど
戦

争
す
る
体
制
づ
く
り
に
断
固
反
対
し
、
②

安
倍
政
権
を
早
期
退
陣
に
追
い
こ
み
、
戦

争
法
廃
止
へ
、
直
ち
に
踏
み
出
し
て
い
く

決
意
で
あ
る
。

問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
国
の
あ
り

方
そ
の
も
の
で
あ
る
。
日
本
社
会
の
希
望

あ
る
未
来
を
か
け
て
、
全
力
で
奮
闘
し
て

い
く
。

２
０
１
５
年
９
月
１
９
日

全
労
連
事
務
局
長

井
上

久


